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【目的】 過去に可撤性床義歯(RD)またはインプラント義歯(ID)による欠損補綴治療を受けた

高齢者を対象に，治療法が食品摂取の多様性にどのような影響を与えるかを明らかにすること

を目的に，横断調査を実施した． 

【方法】 2022年３月から６月に，岡山大学病院歯科・口腔インプラント科部門に RDまたは ID

のメインテナンスに来院した 65 歳以上の患者の横断調査を行った．その結果，2022 年６月末

までに調査を完了した 115 名（平均年齢：76.1 歳，男／女：47／68 名，RD／ID：49／66 名）

が解析対象となった．咀嚼能率評価には検査用グミゼリーを用いたスコア法を，食品摂取の多

様性評価には食品摂取多様性評価票(DVS)を用いた．RD群と ID 群の DVS を Wilcoxon の順位和

検定にて比較した．さらに，DVS を従属変数，年齢，性別，治療法，咀嚼能率スコア，現在歯

数，機能歯数を説明変数とした重回帰分析を行った． 

【結果】 年齢（RD：78.3歳,ID：74.4歳），機能歯数（RD：27.6本,ID：26.2本）は RD群が有

意に高かった（p<0.01）．一方，咀嚼能率スコア（RD：2.7, ID：5.5），現在歯数（RD：11.9, ID：

18.2）は ID群が有意に高かった（p<0.01）．性別および BMI（RD：23.3, ID：22.8）に有意差

はなかった． 

DVSは RD群が 3.4，ID群が 4.5で，ID群が有意に高かった（p=0.03）．重回帰分析の結果，性

別（p<0.01，β=-0.26），治療法（p=0.04，β=-0.26）が DVSに有意に関連する独立した因子で

あった． 

【結論】 RD または ID による欠損補綴治療を受けた高齢者において，女性のほうが男性より

も，また IDの方が RDよりもメインテナンス期における食品摂取の多様性が高い可能性が示唆

された． 


